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概要
教育・研究機関向けの無線 LAN ローミング基盤 eduroam において，基地局マップは有用なサービスであり，

eduroamの参加機関には基地局マップデータの提出が義務付けられている．しかしながら，国内の大学等における
提出率が約半数と低迷している問題がある．一方，著者らは eduroamを含む市民向けのセキュア無線 LANローミ
ング基盤 Cityroamを開発して，世界規模のローミング基盤 OpenRoamingと組み合わせて，全国の自治体Wi-Fi

や商業施設，鉄道駅などに展開してきた．東京や大阪のような大都市では，数千規模の基地局の設置が見込まれる
が，通信事業者にとっても eduroam JP 向けにデータを整形して提出することは負担が大きい．基地局マップの
データ入力の手間を減らすために，OpenRoamingではWiGLEなどのクラウドソーシングによる半自動のマップ
生成が利用されている．eduroam でも同様の検討が行われるようになったものの，手動入力による信頼性の高い
データが必要な用途もあり，いかに手間を抑制し，どのようにデータを融合するのかについては，まだ検討段階に
ある．本研究では，基地局マップデータの作成を容易にするために，データの簡素化・汎用化を検討し，共通フォー
マットを開発した．また，eduroam JP 向けや Google maps 向けのデータに自動変換する仕組みも試作した．本
研究の成果は，基地局マップデータの充実を通じて教育・研究のためのネットワーク利用環境の改善に貢献すると
ともに，位置情報を利用した付加サービスの実現にも寄与する．

1 はじめに
教育・研究機関向けの無線 LAN ローミング基盤で
ある eduroam (エデュローム)は，執筆時点 (2025年
9月)で世界 100か国 (地域)以上，国内 464機関に導
入されている [1]．eduroam において基地局マップは
有用なサービスであり，利用者は英 Jiscで開発された
eduroam Companion [2] や，各地のウェブサイトで
提供される地図を用いて，最寄りの eduroam サービ
スエリアを探すことができる．世界の eduroam 参加
機関には基地局マップデータの提出が義務付けられて
いる．しかしながら，国内の大学等における提出率が

約半数と低迷している問題がある．本報告では，参加
機関がデータを提出しやすくなることを目指して，基
地局マップデータを簡素化し，入力の手間を削減する
方策について述べる．
著者らは eduroam を含む市民向けのセキュア無線

LANローミング基盤 Cityroam [3] を開発して，世界
規模のローミング基盤 OpenRoaming [4] と組み合わ
せて，全国の自治体 Wi-Fi や商業施設，鉄道駅など
に展開してきた．東京や大阪のような大都市では，数
千規模の基地局の設置が見込まれるが，通信事業者に
とっても eduroam JP向けにデータを整形して提出す
ることは負担が大きい．基地局マップのデータ入力の



手間を減らすために，OpenRoamingではWiGLEな
どのクラウドソーシングによる半自動のマップ生成が
利用されている [5, 6]．eduroamでも同様の検討が行
われるようになり，筆者らによる [7] のほか，Jiscで
も開発が進められている．一方で，手動入力による信
頼性の高いデータが必要な用途もある．いかにデータ
作成の手間を抑制し，どのようにデータを融合するの
かについては，まだ検討段階にある．
本研究では，基地局マップデータの作成を容易に
するために，データの簡素化・汎用化を検討し，共通
フォーマットを開発した．以下，第 2章では，基地局
マップデータの現状と課題について説明する．第 3章
では，開発した共通フォーマットについて述べる．ま
た，eduroam JP 向けや Google maps 向けのデータ
に自動変換するツールを試作したので，第 4章で紹介
する．本研究の成果は，基地局マップデータの充実を
通じて教育・研究のためのネットワーク利用環境の改
善に貢献するとともに，位置情報を利用した付加サー
ビスの実現にも貢献が期待される．

2 基地局マップデータの簡素化と自動生成
基地局に関して，信頼できる詳しい情報が提供され
れば，一般に，基地局マップなどのサービスの内容が
充実する．しかしながら，詳細なデータをデータベー
スに登録するためには，相応の労力が必要となる．こ
のように，サービスの内容とデータの細かさにはト
レードオフがある．
eduroam JPでは，参加機関から基地局マップデー
タの提出を受けて，データを統合した上で，eduroam

database のシステム [8] に提出している．eduroam

database は，定期的に各国 (地域) の eduroam RO

(Roaming Operator) のウェブサイトからこのデータ
をダウンロードして，統合した上で，eduroam Com-

panion などのアプリケーションで利用できるように
公開している．ROから eduroam databaseに提出さ
れるデータの形式として，XML (Extensible Markup

Language) と JSON (JavaScript Object Notation)

が規定されている．eduroam JP では，当初は XML

形式で参加機関からデータを収集していたが，技術系
の職員が注意深く編集してもミスが多いという問題が
あった．現在は，作業ミスを減らせるように，Excel形
式のファイルも受け付けられるようなシステムになっ
ている．
eduroam JP事務局が各機関に提出を求めている基
地局マップの情報を，図 1 に示す．必須の項目には，

図 1 eduroam JPの基地局マップデータ (Excelシート)

基地局の座標値 (緯度・経度)に加えて，名称，所在地
(住所)などが含まれる．名称と所在地については，海
外の利用者も読めるように，英字表記も必須となって
いる．基地局マップデータの作成において，これらの
項目の入力の手間が特に大きいと考えられる．座標値
の入力にも相応の手間が必要で，一般に各機関では，
ウェブ上の地図サービスを利用して緯度・経度を取得
しているものと考えられる．
データ入力の手間を削減するために，基地局マップ
データの簡素化を検討した．まず，基地局の名称と所
在地を割愛することを考える．eduroam database の
位置情報定義を，図 2 に示す．eduroam JP のデー
タ形式は，これにならったものである．大元の仕様
で必須となっている項目は，locationid, coordinates,

stage, type, SSID であり，名称と所在地はオプション
(省略可能) になっている．幾つかの国の例を見ると，
名称はよく登録されているが，所在地については登録
されていない例も多かった．eduroam Companionで
見たイギリスの例を図 3 に，台湾の例を図 4 に示す．
イギリスでは軒並み所在地が登録されているが，省略
されている機関もあった．台湾では軒並み所在地が登



図 2 eduroam database の位置情報定義 (Specifi-

cation eduroam-database-ver30112021)

図 3 eduroam Companionの表示例 (UK)

録されていない．
eduroam Companionのように，利用者が地図上で
基地局の位置を確認する用途を考えると，所在地の情
報はそれほど重要ではないと考えられる．基地局の名
称は，検索によって場所を探そうとする場合に役立つ
ものの，重要度はそれほど高くないと考えられる．多
くの用途では，機関名で代用しても十分と考えられ
る．基地局の名称と所在地を必須項目から外すことに
よって，英字表記を考える負担もなくなる．もし詳細
な情報を提供したいという機関があれば，基地局のあ
る階や部屋などを含めて，オプションとして登録すれ

図 4 eduroam Companionの表示例 (台湾)

ばよい．
座標値の取得には，GPS (Global Positioning Sys-

tem)を利用する方法や，GPSとクラウドソーシング
を組み合わせる方法などがある．基地局マップデータ
の形式を工夫して，このような方法によるデータも統
合できるようにすることで，データ作成の手間の削減
が可能になる．
基地局種別は，個別の基地局を表す「シングルスポッ
ト」，複数の基地局をまとめて表す「エリア」，移動基
地局を表す「モバイル」がある．これらは eduroam

database の仕様に沿ったものであるが，eduroam

database においても執筆時点で十分な実装が行わ
れておらず，「シングルスポット」のみが有効である．
将来的には，エリアのデータを自動生成したり，移動
基地局を自動識別するための技術を開発することで，
データ作成の大部分を自動化することが望ましい．

3 共通フォーマット
2 章の分析に従って，基地局データの管理のための
共通フォーマットを開発した．この共通フォーマット
に従った Excel 形式のファイルを，テンプレートと
して GitHub でも配布している [9]．このフォーマッ
トは，通信事業者や eduroam 参加機関が組織内で基
地局の管理をするのにも使えるように設計した．す
なわち，大元の基地局管理シートの役割を果たせる
ようにした．基地局の位置情報の用途として，基地局
マップばかりではなく，一般に LBS (Location-Based

Services) と呼ばれる様々な応用も考えられる．それ
ぞれの用途で，必要な情報が少しずつ異なるが，なる
べく汎用性の高い形式を定義することによって，デー
タの自動的な処理を可能にすることを目指している．
省力化の基本的な考え方として，できるだけ初期の段



階で汎用性の高い電子データを生成・入力しておくこ
とで，用途ごとの新規入力を避けるように配慮した．
なお，設計にあたっては，幾つかの通信事業者で利
用されていた形式を参考に，基本的に 1基地局ないし
1エリアが 1行で表されるようなスプレッドシート形
式を踏襲した．様々な無線 LAN ローミング基盤に共
通する情報を汎用的に取り扱えるように工夫したが，
現時点では eduroamと Cityroam，OpenRoamingの
みを想定している．
執筆時点で，eduroam JP のシステムでは，1 基地
局の情報が縦に並ぶ表形式の Excelファイルを読み込
むようになっている．これは，eduroam database の
仕様書の書き方にならったものである．基地局ごとに
複数行からなる 2次元的なブロックが存在し，基地局
が増えるごとに同様のブロックを繰り返して記述する
必要がある．既存の基地局の情報を元にして新しい基
地局を追加したり，多くの基地局に共通する変更を加
えたりするときに，スプレッドシートの操作が煩雑で
あった．この問題を避けるため，共通フォーマットで
は前述のような 1基地局 1行の形式を採用した．スプ
レッドシートの一部を，図 5に例示する．
基地局の情報に加えて，カラムの名称や説明文など
の行が含まれる．これらは，1 カラム目が特定の値で
はないことをもって，コメント行とみなすことができ
る．1カラム目の値が visibility の行は，ラベル行であ
る．このようなラベル行を付加することにより，後で
カラムが挿入されるような改訂があった場合でも，変
換ツールの変更箇所が少なくて済む．具体的には，「何
カラム目」という決め打ちではなく，「ラベルが何々の
カラム」という指定によって，正しいカラムの値を取
得できるようになる．
ローミングシステムごとに，必要となる値が異なる
ことから，R: 必須，O: 推奨オプション (オプション
だが記載を推奨するもの)，無印: オプション (記載し
なくてよいもの) のフラグをコメント行として追加し
た．例えば，eduroam のみを取り扱う学校などでは，
eduroam の行を見て，記載の必要性を判断すればよ
い．2節で示したように，現行の eduroam JPでは基
地局の名称と所在地も求められているため，これらは
Rとなっている．
基地局の管理の観点では，撤去された基地局の情報
も残しておきたいことがある．これに対応するため，
エリア掲載可否で「非公開」を選べるようにして，さ
らに，廃止年月日を記録できるようにした．
座標値は，従来は緯度と経度がカンマ区切りで 1つ

のカラムに記入されていたが，データ処理が容易にな
るように，別々のカラムに記入するようにした．座標
値の高度については，海抜高度 (altitude)を使う必要
性は乏しいと判断して，階数を記入するようにした．
基地局の所在地は，位置情報の細かさを反映できる
ように，RFC 4776 [10] で定義される Civic Address

A1–A6に従って記入するようにした．無線 LANロー
ミングでは，位置情報を RFC 5580 [11] に従って交換
するのが一般的である．RFC 5580において，位置情
報の定義として RFC 4776が参照されている．開発し
た共通フォーマットでは，日本の住所体系で扱いやす
いものを拾い，A2, A5 を割愛した．従来は住所を 1

つのカラムに記入しており，分割によって，データ入
力の労力が若干増えることになる．一方で，住所の分
割表記は，利用者の位置情報を利用する様々な位置情
報サービス (LBS) で利用することを想定したもので
ある．大元のデータで詳細な値を記録しておくことに
よって，様々なアプリケーションで新規にデータを入
力する手間を省き，全体的な省力化を目指した．
もし郵便番号が分かっている場合は，日本郵便など
が提供する変換表を用いて，住所入力の省力化が図れ
る可能性がある．将来的な自動化を想定して，郵便番
号のカラムをオプションとして設けた．

4 フォーマット変換ツール
共通フォーマットから，他の形式のファイルを生成
しやすくなるように，フォーマット変換ツールを開発
した．また，このツール 1 式を，Access Point map

database support tools の名称で GitHubにて公開し
た [9]．
apmap-eduroamJP.pl は Perl スクリプトとして作
られており，共通フォーマットの Excelファイルを読
み込み，eduroam JP向けのCSV (Comma Separated

Values) 形式のファイルを出力する．大学等の管理者
は，最初に，eduroam JP申請システムからダウンロー
ドした Excel ファイルの institution シートに自機関
の情報を入力しておく．次に，locationシートに記入
されている初期データをすべて削除して，変換ツー
ルが出力した CSV ファイルを読み込む．この Excel

ファイルを保存すると，eduroam JP申請システムに
基地局マップデータとしてアップロードできる．
apmap-kml.pl は，共通フォーマットの Excelファ
イルを読み込み，Google Maps の KML (Keyhole

Markup Language) 形式のファイルに埋め込むため
の，Placemark ブロックを出力する．出力データは



図 5 共通フォーマット (テンプレート)の一部

XML 形式の一部であり，これに Google Maps であ
らかじめ作成しておいた KMLファイルの先頭と末尾
を付け加えることで，基地局の情報が含まれた KML

ファイルを作ることができる．GitHub で公開されて
いるコードは，Cityroam の基地局マップを作成する
ために開発したものである．他のマップで使う場合
は，Perlスクリプトの一部をカスタマイズする必要が
ある．

5 むすび
本報告では，基地局マップデータの作成を容易に
するために，データの簡素化・汎用化を検討し，共通
フォーマットを開発，提案した．通信事業者や大学な
どが，この共通フォーマットを用いて基地局の一次
情報を管理することにより，基地局マップデータに限
定せず，位置情報を利用する様々なサービスにおいて
位置情報の再入力の手間を省くことができる．また，
実用的な応用例として，eduroam JP 向けや Google

maps向けのデータに自動変換する仕組みも開発した．
WiGLEなどのクラウドソーシングによるデータと組
み合わせることで，データ入力自体の省力化を図るこ
とも検討したが，具体的なデータ融合の調整は今後の
課題である．
本研究の一部は，令和 7年度国立情報学研究所公募
型共同研究の助成を受けた．
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